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日　　誌

1 日　  大原社会問題研究所共催展示会「響けわれらが
声―法政大学大原社会問題研究所所蔵ポス
ターから見る戦後の労働者像」（於：東京大学
総合文化研究科・教養学部駒場博物館）（～ 24
日）

2 日  月例研究会
 　 鈴木貴宇（早稲田大学文学学術院教授）展示

解説「響けわれらが声―法政大学大原社会
問題研究所所蔵ポスターから見る戦後の労働
者像」

5 日 所員会議
12 日 次年度兼任研究員採用面接
17 日  「女性思想の日欧比較研究」共同研究プロジェ

クト
 ・ 後藤浩子（兼担研究員／経済学部教授）「ガ

ヤトリ・スピヴァクの脱再生産主義―延長
戦」

 ・ 伊藤潤一郎（新潟県立大学国際地域学部講師）
「社会思想史学会セッションＧ伊藤報告への
コメント」 

19 日 事務会議
21 日  「女性思想の日欧比較研究」共同研究プロジェ

クト
 　 蔭木達也（慶應義塾大学他非常勤講師）「1930

年代，高群と平塚における国家と社会」
25 日 大原社会政策研究会
 　 鄭育子（亜細亜大学非常勤講師）｢ 青年の夢

と多文化―韓国「基地村」の多文化状況か
らスポーツを眺める ｣

26 日 運営委員会  
 　①次年度の兼任研究員の承認
 　②次年度の客員研究員の承認
 　③次年度の嘱託研究員の承認
 研究員総会（参加者：39 名）　
 公開講演会（参加者：63 名）
 　「二村一夫著作集をめぐって」
 　 報告：アンドルー・ゴードン（ハーバード大

学教授），大島真理夫（大阪市立大学名誉教
授）

 　リプライ：二村一夫（名誉研究員）
27 日　  出張：大原ネットワ―ク踏査（大原美術館，語

らい座大原本邸，倉紡記念館，倉敷中央病院調
査・見学，出張者：鈴木健吾兼任研究員）（～
28 日）

28 日  国際交流シンポジウム「日本とウクライナ 遠
くて近いパートナー 歴史・挑戦・未来」（主催：
法政大学大原社会問題研究所，協賛：ウクライ
ナ国立科学アカデミー世界史研究所）（於：市ヶ
谷キャンパスボアソナード・タワー 26 階 A 会
議室）

 　 第一部：日本・ウクライナ共同叢書プロジェ
クト

 　第二部：戦時下ウクライナの現実
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